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国じゃなくて、民がやる。
そんな “大阪らしさ”は、
今も健在。

 ‐ 2021年から活動をしている「まちご
と万博」。印象に残っているシーンはあり
ますか？
鳥井信吾さん（以下 鳥井）　万博開催まで
半年切ったことを祝って2024年10月に行
われたイベント「EXPO OPEN STREET」
でのことが、よく印象に残っていますね。イ
ベント中に歩道に設置された舞台に登壇
者の5人が立ち、テープカットをするセレモ
ニーがあったんです。テープカットの3人目
である花岡さんは、なんと大胆にも大きな
リボンを根元から全て切ってしまった。花
岡さんのその姿を見た瞬間、私は「これ
や！」と思ったんですよ。「誰もが予測して
ないことを大胆におもろく実行する」、これ
こそが大阪のパワーだと感じました。
‐そんな花岡さんが理事を務める
demo!expoによる、「夜のパビリオン」が
いよいよ始まります。

鳥井　やっぱり大阪の最大の魅力は、ざっ
くばらんで、人と人の間に壁を作らず、コミュ
ニケーションができること。そういう大阪の
良さを一番発揮できるのが夜の酒場なん
やないかな、と。スナックのママや地元の
常連客との温かいコミュニケーションを通
じて、ガイドブックには載っていないユニー
クでリアルな大阪を体験してほしい。
花岡さん（以下 花岡）　夜こそが偉い人も
偉くない人も関係なく、肩書を外して一番
フラットに喋れる時間を作れますし。
鳥井　本音が出ますよね、だんだんと。そ
の雰囲気を作れるのも大阪やからこそと思
います。先日も中国国際貿易促進委員会
の任会長が訪日された際、「大阪と東京
は、えらい違いますね」と。
花岡　え～、そうなんですか！？
鳥井　そうそうそう。海外から来る人たちは
よく、大阪の方が断然アットホームって言い
ますね。だからその良さを伝えられるのが
「夜のパビリオン」だと思います。今は大阪
の街も再開発が進んでいるけれど、ミニ東
京化しているようにも感じていて、大阪の

一番の良さはそこじゃないでしょうって。大
阪の良さは、中身なんですよ。
花岡　インフラだけでなく中身が面白いと
ころ、人が観光資源であるところこそが大
阪の良さですよね。人と人の交流って、めっ
ちゃ簡単な話なんですけど、その機会をき
ちんと作るかどうかで万博の結果というの
は大きく左右されると思っています。やっぱ
り僕、勝手にやるってことはカッコイイと思う
んですよ。大阪にはそれを許す土壌がある
と思います。東京には、たぶんない。それ
はやっぱり大阪には、江戸時代から商人
が街を作ってきたという文化があったから。
鳥井　花岡さんたちは、そういう大阪文化
を受け継いではる。
花岡　国じゃなくて民がやる、みたいな。
鳥井　それが東京は、役人がいて、政治
家がいて、大企業があってというピラミッド
社会が基本構造。大阪ももちろんそういう
ところはあるけれど、市井の人はそう思っ
ていない。
花岡　そんなん関係ないわ！ ぐらいで
（笑）。勝手にやることの方が大事や！ と

いうことを、僕らは描いていけたらと思って
います。

EXPO酒場は、建前を振り払った
真の交流ができる場所

花岡　極端な話、国というのは建前だと
思っていて。だから国と国の交流というより
も、人と人の交流こそが本音で交流してい
ると言えるんじゃないかと。
鳥井　戦争している国同士は、万博会場
では交流できなくても、このEXPO酒場で
は乾杯ができると思う。それこそ、勝手に
来たらわからへんしね（笑）
花岡　そうですね（笑）。だから外国人もパ
ビリオンスタッフも街の人も、みんなが本音
で交流できる場がここ。ここを待ち合わせ
場所として集まって、そこからどんどん大阪
の街に繰り出してほしいですね。
鳥井　そうですね。大阪商工会議所では
「くうぞ、万博。」をキャッチフレーズに、「食」
が持つ力で大阪全体を盛り上げています。
ここで出会った人と、万博にちなんだメ

スペシャル対談！

とは

ニューの食べ歩き・飲み歩きをぜひ楽しん
でほしいですね。あと、特に40代以下の
世代はこの場で出会った人や体験したこと
を絶対忘れないと思います。若い時の記
憶って、ずっと残ってるでしょう。私なんか
もう全然、最近の記憶ないですよ（笑）
花岡　僕のこと覚えてます？（笑） 
鳥井　それはもちろん（笑）。国を超えて、
人種を超えて、カップルが生まれるくらいの
場になったら面白いですよね。
花岡　いいですね。恋愛が生まれるぐらい
の、濃厚な時間に。
鳥井　それこそ本音で交流できるからこそ
の話でしょう？　昼間に「Say Hello！」だ
けでは、なかなか難しい。
花岡　そうですね。だからこそ、「夜のパビ
リオン」は、いろいろな可能性が生まれる
半年の実証実験だと思っています。この企
画が成功したらもちろんいいですし、失敗
してもいい。ここで生まれた何かを、ソフト
レガシーとして、どんどん街や自分たちに
残していくことをやっていかないと、ほんま
に万博を開催した意味がなくなってしまうと
思います。何億と投資しているわけですし、
国が何か良い結果を生んでくれると考える
のではなく、自分たちが何かを生んでやる
ぞ、という。僕らのように10人ぐらいのチー
ムがこういうことをやっているのだから、大
企業にもどんどんやってほしい。
鳥井　でもね、これは10人だからできるん
ですよ。

街をもうひとつの万博会場とし、万博をきっかけに生まれる面白いプロジェクトやイベント、活動
をする人を「まちのパビリオン」に見立て、光をあてる活動。一般社団法人demoexpo（以下、
demo!expo）が、「でも、やろう」を合言葉にスタート。2024年からは大阪まちごと万博共創プラッ
トフォーム（大阪商工会議所、大阪府・大阪市万博推進局、公益社団法人関西経済連合会、一般社団
法人関西経済同友会で構成）とともに、万博開催の機会を自分たちの街の中で最大限に活用しよう
と、さまざまなプロジェクトやイベントを開催し「まちのパビリオン」を増やしてきた。

大阪商工会議所 会頭
 鳥井信吾さん

一般社団法人demoexpo 代表理事 
花岡さん

2010年に株式会社人間を設立、2021年に
チーム「demo!expo」を立ち上げ、大阪・関
西万博を勝手にプロデュース。現在、株式会
社人間 代表取締役、変なプロデューサー、
大阪まちごと万博共創プラットフォーム 協働
プロデューサーを務める。

‐ 10人の会社がやっていることで、自
分たちも何かやってみようと行動に移す
人が増えるかもしれないですよね。
花岡　僕らみたいに勝手に動く人がどんど
ん増えたら、それこそソフトレガシーかもし
れません。
鳥井　そこが今、資本主義経済の一番問
われているところだと思いますね。
‐ではこれが、そのための実証実験と
いうか？
鳥井　まあ、そんな大上段の目的を打ち
出しているわけではないけれど。
花岡　でも万博はそういう意味でも、本当
にいいきっかけだと思います。こんな風に
鳥井さんと話せる機会だって、万博がなけ
ればありませんでしたし（笑）
鳥井　いやいやいや（笑）。でも、花岡さ
んのようなチームや動きがどんどん生まれ
るかどうかが、今後の日本経済、ひいては
世界経済の鍵になってくると考えますね。

境をなくし、混ざり合え。

巷のパビリオン「EXPO酒場」の可能性

大阪商工会議所運営の「大阪企業家ミュー
ジアム」では、大阪の産業発展に貢献した企
業家・「人」の展示を行う。「熱意ある人こそ
が大阪の魅力」と語る。サントリーホールディ
ングス代表取締役副会長。

業界やエリアを越えて、これまで50を超えるプロジェ
クトが誕生した「まちごと万博」。それぞれ「まちのパ
ビリオン」が線となり、線が面へと広がることに期待
し、万博終了後の街に価値を残すために活動中！

「まちごと万博」本格始動にふさわしく、123と数字が並ぶ12月
3日に決起集会を開催。万博会場の大屋根リングから着想を
得て、大阪中之島美術館にプロレスリングを持ち込み、目指す
街の姿やプロジェクトを発表（2024年12月）。

まちごと万博 決起集会

JR天満駅前に建てた櫓を舞台に記者会見を実施。プロジェク
トの発足経緯やプラットフォームサイトを紹介。鉄道会社や和
菓子店などさまざまな人が、自身が「まちごと万博」で実現させ
たいアイデアを続 と々発表した（2024年 4月）。

まちごと万博オープニングセレモニー

「まちのパビリオン」として登録されたイベントやプロジェクト、
人を掲載し、イベント情報やプロジェクトの成果を随時更新。さ
らに特集記事では、街を舞台に繰り広げられる活動の裏にある
ストーリーを紹介中（ 2024年 5月～）。

「まちごと万博」Webサイト始動！

まちごと万博フリーペーパー

創 刊！

今回「夜のパビリオン」を企画するのは、これまで「まちごと万博」と題して、万博をきっかけに生まれる

面白いプロジェクトや、活動をする人に注目してきた、一般社団法人demoexpo（以下、demo!expo）。そ

んな「まちごと万博」を応援してくれている大阪商工会議所の会頭・鳥井信吾さんと、demo!expo代

表理事の花岡さんに、この取り組みに期待することをお聞きしました。

Osaka Metro 沿線の協力店舗にて、
 スタンプラリーを開催

2025年 4月4日（金）～ 7月31日（木）

会場：東横堀川（大阪市中央区本町橋から高麗橋まで）

2025年 3月20日（木・祝）
　　　　　 ～2026年2月頃まで（予定）

2025年 4月25日（金）～7月24日（木）
会場：本町橋下周辺 ［荒天中止・小雨決行］

2025年 4月18日（金） 16：00～21：00

●関連イベント
SPICE DIVE! OSAKA
～世界と出会った
大阪スパイスカレー～

SUNTORY街角の
パビリオン（万博アート自販機）
NFTスタンプラリー

はしのした
サルサパーティ

東横堀川ING2025春
「水辺のプロジェクション
　マッピング」

万博を「勝手に」盛り上げるべく一般社団法人を発足。その
同日に、プレ万博イベント「まちごと万博 2023」大作戦会議を
開催。小学生やクリエーターなどさまざまな人が集い、万博と
その周辺に広がる企画 ·未来を語り合った（ 2023年4月）。

まちごと万博 始動！

ま
ち
ご
と

万
博成
功に
向け
て、
ガッツ

ポーズ。

大阪の街と若い世代に期待を寄せる鳥井さん。

EXPO酒場のプレイベントが開催された、対談当日。

まちご と万博 の

まちごと万博
詳細はこちら

まちごと万博 HP

設置先 81カ所・88台
  （スタンプラリー不参加の設置先は除く）
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発行日 2025年4月16日　 取材・印刷 サンケイ総合印刷株式会社
　 レイアウト 真生印刷株式会社　 取材・レイアウト(13～16面) 一般社団法人demoexpo　 協力 デジタル総合印刷株式会社/株式会社LAB.AS

記事・写真の無断転載は禁じます

2025年5月、
まちごと万博×EXPOSTフリーペーパー第1弾配布（予定）

街の声を聴き、発信を続けてきた『EXPOST』。
街を舞台に、もうひとつの万博をつくってきた『まちごと万博』。
誰かに言われたからでも、仕事として頼まれたわけでもなく、
それぞれが万博を自分ごととして捉え、「万博を面白くしよう」
「万博後の街にも価値を残そう」と動いてきました。

その2つの視点が掛け合わされば、「街と万博の関わり」を
もっと立体的に、もっと面白く描けるはず。2025年5月、大阪・
関西万博の会期に合わせて共同制作のフリーペーパーを創刊
します。会場の中だけでなく、外にも広がる万博を、一人でも
多くの人の手元へ。そして、未来へ届けていくために。

メディアも、パビリオンも、勝手につくる。

街と万博を本気でつなぐフリーペーパー、創刊。
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